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ボーリング柱状図
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98.71 0.50 1.30
礫混り砂
・盛土互
層
(S-G)98.31 0.40 1.70

シルト質
砂礫・盛
土互層
(GSM)97.61 0.70 2.40

礫混り砂
・盛土互
層
(S-G)

97.16 0.45 2.85

シルト質
砂礫・盛
土互層
(GSM)

96.21 0.95 3.80

シルト質
礫・盛土
互層
(GM)

94.51 1.70 5.50

砂混りシ
ルト
(M-S)

93.71 0.80 6.30

シルト
(M)

93.21 0.50 6.80

火山灰質
シルト
(MV)

90.01 3.20 10.00

シルト混
り砂礫
(GS-M)

87.91 2.10 12.10

シルト混
り砂礫
(GS-M)

87.71 0.20 12.30 シルト
(M)

85.56 2.15 14.45

シルト混
り砂礫
(GS-M)

暗
褐

褐

褐

褐

褐

褐

淡
褐

淡
褐

灰

淡
褐

淡
～
明
褐

淡褐

淡
褐

非
常
に
緩
い

非
常
に
緩
い
緩
い
非
常
に
緩
い
緩
い
緩
い

軟
ら
か
い

軟
ら
か
い

軟
ら
か
い

中
ぐ
ら
い

密
な

軟
ら
か
い中

ぐ
ら
い

0.0～0.8m：表土。シルト質砂が混
じる砕石。

0.3～3.8m：堤体盛土。シルト質砂
礫と礫混じり砂が互層状に分布。
シルト混じりの中粒砂を主体とす
る、礫混じり砂。礫はφ0.5cm程
度の円礫が混じる。
シルト質砂礫。砂はシルト質な細
～中粒砂を主体とする。礫は
φ0.5～1cmの亜円～亜角礫よりな
る。最大礫径3cm。Bor.No.1の堤
体に酷似する。
0.8～1.3mと同様。
1.9m付近：層厚5cm程度で均質な
砂を挟む。
1.3～1.7mと同様。
シルト分の多い、細粒砂質シルト
にφ1cm程度の亜円礫が混じる。
3.0～3.5mのペネ試料は、シルト分
多く、礫混りシルト様。
ほぼ均質な細粒砂混りのシルト。
含水少ない。

ほぼ均質なシルト。含水中位。

火山灰質なシルト～細粒砂。

φ0.5～1cm程度の角礫と、細～粗
粒砂主体。全体にシルトが混じる
。
[9.50]9.50m付近より礫径がやや大
きくなる。礫径最大2cm程度。

φ1cm以下の角礫と細～粗粒砂主
体。全体にシルトが混じる。シル
ト分は、6.8～10.0mのシルト混り
砂礫よりも多い。

細粒砂混じりのシルト。
φ0.5～2cm程度の亜角～角礫と細
～粗粒砂主体。全体にシルトが混
じる。
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